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　次頁 A図は、学校や地域で陥りやすい負の連鎖の一例を表したものです。もちろん多文化共生
を実現させるためにはこの他にもたくさんの問題がありますが、私たちは、この「負のスパイラル」
をどこかで断ち切りたいと考えながら2つのワークショップをつくりました。2つのワークショッ
プは関連し合っていますが、図の青色の部分はワークショップ①で、赤色はワークショップ②で、
それぞれ問題解決の一助になるようにしたつもりです。

　B図は、多文化共生を実現させるための段階の例を表したものです。本書のねらいは、2つのワー
クショップで負の連鎖を断ち切ることです。そして、私たちがブラジルで体験したように「違い
が当たり前」「違いが美しい」と思える人が増えることを次のステップとしてイメージしています。
本書をきっかけに、学校や地域に「違いがあって当たり前」、「D i f fe rence  i s  beau t i f u l」
と思えるような人が増えることを願っています。

負 の 連 鎖 と 本 書 の ね ら い

　本書を手に取っていただきありがとうございます。本書には、私たち2019年度 J ICA横浜教師
海外研修の参加者が、研修の一環として作成したワークショップ（参加型アクティビティ教材）を
掲載しています。
　本研修のテーマは「多文化共生と移民」でした。本書に掲載している2つのワークショップは、
国内事前・事後研修や、ブラジル連邦共和国での現地研修で私たちが学んだこと、気づいたこと、
または疑問に思ったことなどを基に作られたものです。
　学校や地域で、多文化が共生する環境づくりのために活用していただけたら幸いです。ワーク
ショップ作成にご助言、ご協力いただいた方々に感謝いたします。

違いが当たり前
　ブラジルでは、多文化共生という概念があまりないように感じました。例えば、訪問した学校の
先生方に「多文化共生について学んでいるのでお話をお聞かせください」などと問いかけてみても、
「『多文化共生』ということをあまり意識していない」という趣旨の回答が多くありました。つまり、
ブラジルでは違いがあるのは当たり前で、多様な文化が共生している環境が当たり前、ということ
なのかもしれません。

違いが美しい
　ブラジルで訪問した学校の生徒から、「Di f ference  i s  beaut i fu l」という印象的な言葉を聞
きました。違いが当たり前なだけではなく、違いが美しいと思える環境ってすごい！と感激しまし
た。確かに私たちは、アマゾン川周辺を訪れた時に様々な色や形の違いがある蝶を見て美しいと感
じました。
　それが人間になると、違いが美しいと思えないだけでなく、時には違いがあることをマイナスに
捉えてしまうことさえあるのかもしれません。

ご あ い さ つ

私 た ち が 体 験 し た 多 文 化 共 生
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　本書に掲載しているワークショップでは、指導者（ファシリテーター）の手助けをかりて、学習者・
参加者が新しいことに気づいたり、新しい価値観に出会ったりすることをねらいとしています。
　本書をコピーして使っていただいてもよいですし、J ICA横浜のホームページから印刷していた
だくこともできます。また、これらのワークショップを作成した私たちの実践についても、J ICA

横浜のホームページに「2019年度 J ICA横浜教師海外研修報告書」として、詳細が掲載されていま
す。各自の実践の工夫や児童生徒の反応、本書には掲載しきれなかったアレンジ版等、ぜひ参考に
してみてください。

本 書 の 使 い 方

2019年度 J ICA 横浜　教師海外研修参加者一同

負の連鎖

A

「●●系」「●●グ
ループ」として本当は
違いがあるのに、同じ
とみなす。自分自身
にもレッテルを貼る。

WS①で対応WS②で対応

外
見
で
人
を
判
断
し
て
い
た
自
分
に
気
づ
い
て
、

も
っ
と
他
者
や
異
文
化
に
興
味
関
心
を
持
と
う
！

他
者
を
受
け
入
れ
る
環
境
の
大
切
さ
に
気
づ
い
て
、

自
分
も
オ
ー
プ
ン
に
し
て
自
己
肯
定
感
を
高
め
よ
う
！

自分（たち）と違うものは
受け入れない。攻撃の対
象にすることすらある。

同じもの同士で集
まれば安心…だか
ら学校のグループ
も固定しがち。

人と深くかかわりたくない。
外見ではわからないことがあるはず
なのに…でも自分も外見で人を判断
しているのかも…
自分の思い込みで「●●な人」と決め
つけてしまいがち。

限られた範囲で無難に生活できていれば
それでよい。新しい仲間づくりにチャレンジ
する気にもならないし、あまり他の人たち
とはかかわりたくないし、興味関心もない。

他人と違う自分が嫌だ。
「普通」になりたい。「違
い」を受け入れてもらえる
のだろうか。自分の考えや
思いに自信が持てない。

受け入れられな
いし、不安だから、
できるだけ「違い」
の部分は隠してし
まう。
実は他者との共
通点もあるのに、
不安だからそれも
出せない…
その場に合わせて
「自分」をつくる。

外見だけで
判断
（偏見）

カテゴライズ

同じもので
集まる

違いを
恐れる不安

（自己肯定感
低い）

本来の自分を
出せない

他者には
無関心

違いを
受け入れない

その先のゴール

「違いがあって当たり前」
「Difference is beautiful」と
思える人が増える

WS ②
「自分オープン」

□他文化を受け入れる「安心できる
環境」が大切だと気づく
□自分を少しオープンにして
自己肯定感を高める
□身近な他者に興味関心を
もち、知りたいと思う

WS ①
「MYストーリー」

□人を外見だけで判断してしまう
ことがあるということに気づく
□人はみんな外見だけでは
わからないものを持っている
ことに気づく

B
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氏名 学校名 学年・担当教科

菊川 正太 神奈川県立神奈川総合産業高等学校 1年
理科、総合産業科

田井 さゆみ 横浜市立六ツ川中学校 3年
理科

田中 豪 神奈川県立茅ケ崎西浜高等学校 2年
理科

谷川 大介 鎌倉市立御成中学校 1年
社会科

名原 道子 横浜市立三保小学校 6年

兵頭 絵梨 大和市立上和田小学校 特別支援学級

深澤 歩未 甲州市立塩山中学校 3年
社会科

中野　貴之 J ICA横浜 同行者

穗坂 ちひろ J ICA山梨デスク 同行者

福田　訓久 株式会社メディア総合研究所 同行者

※本書に掲載されている意見は、本研修参加者によるものであり、J ICA を代表するものではありません。
※参加者の所属等は、2019年度のものです。

2 0 1 9 年 度 J I C A 横 浜 　 教 師 海 外 研 修 参 加 者
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人には外見だけではわからない物語がある

ワークショップのねらい
①人を外見だけで判断してしまうことがあるということに気づかせる
②人は外見だけではわからない背景や価値観などを持っていることに気づかせる

概要
　本ワークショップは、上記2つのねらいを達成するための手助けになるものです。みなさん
の周囲に、以下のような状況はありませんか ?

• 他者を外見で判断して「〇〇な人」とカテゴライズし、似たもの同士だけで集まる
• 特定のメンバー以外や異文化に興味関心を示さない
• 違いを恐れて違いを隠そうとする人がいる
• 何かのきっかけで話してみたら、意外な面があることがわかった

　私たちは、多文化共生というテーマのもと、このワークショップを作成する過程で上記の
ような現状を出し合いました。自分に自信がもてない、安心して違いを出せない、自分のルー
ツを隠す、違いをマイナスに捉える、異文化や他者に興味を示さない等々、このような状況
を変えたいと話し合いました。ブラジルでは多くの学校を訪れました。人種の異なる子ども
たちが一緒に学んだり遊んだりしていましたし、また一見おとなしそうな子と元気いっぱい
そうな子が一緒に居たりする、まさに多文化が共生しているような場面をたくさん目にしま
した。同時に、「〇〇人」「大人しそう」「元気そう」と外見だけでカテゴライズしてしまって
いる自分たちにも気づいたのです。

 そこで、まずは他者を外見で判断してしまい、関わろうとしない、あるいは興味関心を示さ
ない現状を打破するためのワークを考えました。人を外見で判断していることと、実はみんな
外見ではわからないものがある、ということにあらためて気づかせるための簡単なワークです。
登場人物の4名は、実際に私たちがお会いして話をした人たちです。4名の、外見だけでは
わからなかったストーリーを聞いて、もっと知りたい、もっといろいろな人のストーリーに
出会いたいと思いました。そんな多文化共生の一歩を体験するワークショップです。

教材内容
解説書
写真カード（4人分）
情報カード1（4人分）
情報カード2（4人分）
解説カード（4人分）

● My ストーリー ●

所要時間 20～40分
準備するもの

4名の写真カード（グループ分）
4名の情報カード1 & 2（グループ分）
4名の解説カード（グループ分）1グループの人数 4名
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■進め方

導入 4名のグループで着席させる (端数が生じる際は5名よりも3名のグループがよい )
「今日は『多文化共生』というテーマで、ワークをしましょう。 多文化共生
とは、異なるもの同士が共に生きることですが、私たちはそれができている
でしょうか。 多文化共生のためにはどのようなことが大切なのでしょうか」

写真マッチング 写真と情報カードのマッチングゲームをすることを伝える
写真カード配布
※各グループに4人分の写真を配布し、縦に4枚並べさせる
ルール説明

ルール :否定的な発言や人が不快になる発言はしないこと!

「これから、写真の4人に関する情報を配るので、グループで話し合いながら写真
とマッチングさせてみてください」

情報カード1配布
※当てはまると思うカードを 
    写真の左側におく

情報カード2配布
※当てはまると思うカードを 
    写真の右側におく

問いかけ ｢いろいろな組み合わせができたようですね｣
｢一体､何を手がかりにマッチングしましたか?｣
と問いかけて､数名から回答を引き出す
※想定される回答:外見､見た感じ〇〇っぽい､名前など

4名の物語紹介 ｢これから､ 4人について書かれたカードを配布するので､ 1人 1枚とって､ 
黙読してください｡ まだ他の人には『正解』を伝えないでくださいね｣

解説カード配布
※この後でグループのメンバーに読み上げてもらうので､練習のつもりで読む
とよい

｢それでは､写真の人になりきって順番に読み上げてください｣

ふりかえり ｢ワークショップのねらい｣を意識して､以下のようなことを伝えたり問いかけ
たりしながらふりかえりを行う
※グループ内での共有､数名に聞く､ワークシートへの記入などをさせるとよい

｢写真カードと情報カードをマッチングしてみて､どうでしたか?｣
｢4人の写真を見て､生まれや育ち､言語､スポーツ､そして仕事を考えましたが､
何か気づいたことはありますか?｣
｢4人のストーリーをきいて背景を知って､どう思いましたか?｣
｢あなたは､外見で人を判断した経験はありますか?｣
｢あなたは､外見で自分を判断された経験はありますか?｣
｢多文化共生のためには､どのようなことが大切だと思いますか?｣

写真

写真

写真

写真

情報カード 2

情報カード 2

情報カード 2

情報カード 2

情報カード 1

情報カード 1

情報カード 1

情報カード 1
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　「2019年度 J ICA 横浜教師海外研修報告書」（冊子および J ICA 横浜ホームページにも掲載）
には、以下の校種・教科での実践事例があります。

•小学6年生　特別活動　学級活動の内容（2）
　「日常生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全‐イ」
•高等学校　単位制　国際理解入門（学校設定科目）

　実践の工夫や児童生徒の反応、本書には掲載しきれなかったアレンジ版等、ぜひ参考にして
みてください。
　また、J ICA 横浜ホームページには、本書の PDF 版が掲載されていますので、カードなどを
印刷することができます。

※本ワークショップは、解説カードの内容を用いて、日本人移民の歴史や現状についての調べ学習に
発展させることができます。

JICA横浜  教師海外研修 検索
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安心して違いを出せる環境

ワークショップのねらい
①他文化を受け入れる「安心できる環境」が大切だと気づかせる
②参加者の自己肯定感を高める

概要
　本ワークショップは、上記2つのねらいを達成するための手助けになるものです。多文化
共生には、異なるもの同士が安心して共に生きる環境が必要だと考えますが、みなさんの周
囲に以下のような状況はありますか？

• 他者の意見や話を積極的に聞こうとする
• 他者の意見や話に対してフィードバックをする
• すぐに否定するのではなく、聞き入れようという態度がある
• 自己開示したら受け入れてもらえたので自己肯定感が高まった

　私たちは、上記を理想イメージの例として掲げ、このワークショップを作成しました。普
段は話さないようなことをドキドキしながらオープンにしていく過程で、受け入れられて
ホッとしたり、自己肯定感が高まったり、同時に受け入れる側の姿勢のありかたに気づいた
りするかもしれません。多文化共生には、異なるものを受け入れる環境（受け入れ側）と、主
体的に関わろうとする姿勢（関わる側）が大切だと気づいてくれるかもしれません。また、こ
のワークを通して、異文化や他者に興味関心を持つようになったり、自分自身を見つめ直す
きっかけにもなるかもしれません。

教材内容
解説書
自分カード

● 自分オープン ●

所要時間 30～50分
準備するもの

4自分カード（人数分）
ペン
3色のシール
ワークシート（必要に応じて）1グループの人数 4名
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4名のグループで着席させる (端数が生じる際は5名よりも3名のグループがよい)

導入 本書掲載の「Myストーリー」を実施した場合 :
「以前、Myストーリーというワークショップをして、人を外見で判断してしまう
ことや、外見だけではわからないことがあるということに気づいたと思います」
「今日は、みなさん自身の外見ではわからないことを少しオープンにしていただ
きたいと思います」

自分カード作成 ｢これから用紙を配るので､各項目について記入してください｣
｢後でグループ内で発表し合いますので､書きたくないことは書かないで大丈夫です｣
｢書いている時は他の人のものを見ないようにしてください｣

自分カードの台紙配布

自分カードの項目例:
•好きな〇〇(〇は各自が自由に設定)
•小さい頃の夢
•今の私が大切にしていること
•人生のこだわり
•苦手な〇〇
•自分の性格
•今までで一番うれしかったこと
•今までで一番つらかったこと
•実は私…

※対象年齢や時間によって項目内容と項目数を適宜設定してください
※上図のスタイルを用いる際､中央部分には似顔絵や好きなイラスト､または名前

などを書かせてください
※本紙の最後に上図スタイル以外の台紙もあります

各項目に記入させる際のコツ:
•各項目ごとに時間を区切って書かせると時間効率が上がります｡｢①に〇〇

を書いてください｡ 書けましたか?では次に②に△△を書いてください｣
•ファシリテーターの見本を見せながら進めると書きやすくなります

自分カードの
共有

｢ではこれからグループ内で共有しましょう｣
｢これから3色のシールを配ります｡ シールの色にそれぞれ意味があります｣

●それ､いいね!
●わかる〜!共感!
●すごい!

｢聞いている人は､各項目に対してシールを貼って反応してあげてください｣

※シールを使用しないで､口頭による反応での代替も可能ですが､シールを用いた
方が反応が可視化できるので効果的かもしれません

ルール説明
ルール:否定的な発言や人が不快になる発言はしないこと!

｢それでは一人ずつ始めてください｣

■進め方

①

②⑥

③⑤

④

自分カードのスタイル例
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ふりかえり ｢ワークショップのねらい｣を意識して､ふりかえりを行う｡
※ワークシートに記入させてからグループ内で共有させるとよい
ワークシートの設問例:
｢自分カードを書いている時どのようなことを感じましたか?｣
｢自分カードを発表している時どのようなことを感じましたか?｣
｢発表する前と後では気持ちの変化はありましたか?あったとしたら 
 どのようなことですか?｣
｢人の発表を聞いている時どのようなことを感じましたか?｣

以下のグループワークをすると効果的です

｢では最後に､グループで話し合ってもらいたいと思います｣
｢多文化共生にはどのようなことが大切でしょうか?｣
※グループごとに話し合い､最後に発表させる

　「2019年度 J ICA 横浜教師海外研修報告書」（冊子および J ICA 横浜ホームページにも掲載）
には、以下の校種・教科での実践事例があります。

•小学1～6年生　特別支援学級　領域を合わせた指導（生活単元学習）
•小学6年生　特別活動　学級活動の内容（2） 
「日常生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全‐イ」

•中学1年生　特別活動
•中学3年生　理科　人間と環境
•中学3年生　特別活動（学級活動）
•高校2年生　総合的な学習の時間
•高校　単位制　国際理解入門（学校設定科目）

　実践の工夫や児童生徒の反応、本書には掲載しきれなかったアレンジ版等、ぜひ参考にして
みてください。
　また、J ICA 横浜ホームページには、本書の PDF 版が掲載されていますので、カードなどを
印刷することができます。

JICA横浜  教師海外研修 検索
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〒231-0001 横浜市中区新港2-3-1
Tel：045-663-3220（直通）
Fax：045-663-3265
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2 019年度  JICA横浜  教師海外研修参加者作成
研修国：ブラジル連邦共和国

参加型アクティビティ教材
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　　学校や地域で活用できる!

多文化共生ワークショップ集

独 立 行 政 法 人 国 際 協 力 機 構

横浜センター（JICA横浜）
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